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概要– 本研究では，リアルスケール社会シミュレーションの実現のため，日本全国・複数年度の仮想個票の合成
に取り組む．リアルスケール社会シミュレーションでは，現実社会と同じ規模の要素をもつモデルを用いたシミュ
レーションを行う．そのため，モデル内の個々の要素の属性をできるだけ現実に近づける必要がある．しかし，現
実の個人の属性は，個人情報保護やプライバシーの考慮のため，利活用が困難である．このような状況から，近
年，政府統計をはじめとする利活用可能な情報のみを使用し，仮想の個人の属性（以下，仮想個票）を合成する
手法が提案されている．本研究では，日本全国すべての市区町村における，2000年，2005年，2010年，2015年
の統計情報を用いた仮想個票を合成し，その活用可能性について言及する．
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1 はじめに
近年，現実社会の個々の要素を反映したリアルスケー
ル社会シミュレーション（Real-Scale Social Simulation,
RSSS）が注目を集めている．RSSSでは，モデルに組
み込む個人の属性についても現実と同様の属性が求め
られるが，現実の個人の属性は，個人情報保護やプラ
イバシーの考慮のため，利活用が困難である．このよ
うな状況から，政府統計をはじめとする利活用可能な
情報のみを使用し，仮想の個人の属性（以下，仮想個
票）を合成する手法が提案されている 1)–3)．RSSSに取
り組む際は，事前に対象とする地域の人口データを合
成する必要があり，研究者への参入障壁となっている．
本研究では，まず日本国内を対象に実施されてきた

RSSSを紹介する．著者らの開発した仮想個票合成手
法 1)–3)を用いて，日本全国約 1900市区町村において，
2000年，2005年，2010年，2015年の統計情報を用い
て仮想個票を合成することにより，RSSSに取り組む研
究者の負担が軽減されることを示す．

2 仮想個票を用いたRSSS
仮想個票合成手法 1)–3)では，日本全国の約 95%の世

帯が含まれる 9種類の家族類型に属する個人を対象に，
探索手法の 1つである Simulated Annealing（SA）法
を用いて合成している．本研究では，位置情報と所得
属性付きの仮想個票データを 10セット合成する．
これまで，RSSSに取り組む研究者はモデルの作成だ
けでなく，必要な人口データを自ら準備する必要があっ
た 4)–6)．花岡 4)は，京都市の京町家の取壊し事例を対
象に分析を行った際，標本調査の個票データと国勢調
査などの統計表に基づき人口データを合成した．市川
と出口 5)は，東京都大島での仮想的な感染症の拡大シ
ミュレーションを行った際，国勢調査を用いてモデル
上の個人へ性別や年齢などの属性を設定した．杜と村
田 6) は，公的年金制度における日本の 47都道府県の
所得代替率を対象に考察を行った際，国勢調査を用い
て個人の属性を統計分布に沿って確率的に設定した．
本研究の取組みにより合成したデータは，日本国内
の各市区町村内のすべての建造物を対象に，そこに居

住する世帯の合成を行っている．上述した RSSSの取
組みにも活用可能であり，同様の RSSSに取り組む研
究者の人口合成の負担を軽減可能である．

3 おわりに
本研究では，日本全国の約 1900市区町村における，

2000年，2005年，2010年，2015年の統計情報を用い
た，各世帯の構成員の性別，年齢，就業形態，産業分類，
所得，位置情報の属性をもつ仮想個票を 10セット作成
した．本研究により合成したデータの提供を予定してお
り，希望される研究者がおられれば，murata@kansai-
u.ac.jpまで連絡をいただきたい．
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